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ジヱームズ M プキャナン「財政理論」 (177) 93 
て納税者個人の選択をせまるという考え方は， ζの公金の民主主義的な管理3 統制，大
企業による公金の私的占有の防止という最も重要な問題を由きにLて提起されているの
であるu プキ γナソのいう租税と公共支出の「架橋」は， 形式的には納税者伺人の選択
権を保障するかにみえるが， 実質的には民主主義的権利を制限するものである。
ところで， この租税と公共支出との関連が分断されている大きな理由のーっとして制
























ャナ γはプヴィア =の説を検討している。 これは本書の視点を確認する王えで極めて
重要である。何故なら，プキャナンの新しい視角=従来町財政理論とは「異った窓口」
ほp このプグィアーニのものにiliJならなL、からである(149ベー シ〕。
94 (178) 第 111巻第2号






























プキャナ γは， 公共財の選択にお吋』る民主主義的セッティ γ グを各人が同等の効力を
有する「一票」をもっという点に求める。個人は情報D不確実性と情報収集費用， つま

































96 (180) 第 111巻第2号
の利益を与えているから課税の根拠ありとする課税当局者の論理として生き残ってL、
る。J(島恭彦「財政学概論J82へー ジ〉。 この課税当局者の論理に変質しτしまった応
益泊が木書で主張古れている四である。 それはp 経済科学の一分科としての財政理論で
はなし課税当局者の論理なのである。
結局，本書は一方における公共支出増大の圧力と， 一方における減税要求の激化によ
り慢性的な財政赤字を生みだしているアメりカの財政危機を， 教育や医療などの「個人
に密接な関係にある」公共財の供給を， 市場機構つまり私的独占日財やサ ビスの供給
の際の規範によって律し， イデオロギー的には貧者や租税に不満をもっ者を中心として
公共財の費用と便益の 義的関連づけを強要し， さらにそれが効力を持つように民生部
門を軸とする行財政制度D改革をおこない， いっそうの大衆課税=受益者負担原則の強
化により財源の動員をはかろうとする「課税当局者。論理」であるといえよう。一見ラ
ディカノレで，また洗練された費用・効果分析を備え， 心理分析をも用いた新しい財政理
論は，実はきわめて古いものであり， その上につぎきされたものにすぎなかったのであ
る。〔完)
一一これは，財政学研究会の討論をもとにして書いたも目である。
